
CL04 

1 

 

----------------------------------------- 

■ 法人名 ：日興シティグループ証券 

■ 部 署 ：金融商品本部債券投資戦略部 

■ 役 職 ：ディレクター 

■ 名 前 ：鈴木茂央 

----------------------------------------- 

■コメント： 

①保有目的を振り替える際の時価について、 

 

「合理的に算定された価額」のほうが「市場価格」よりも妥当性が高いと考えられる場合

は、「合理的に算定された価額」で振り替えるという認識で良いか 

 

 

②今回の振替日が、ＩＡＳで定義されているティンティングの期間（当期中又は直前 2事

業年度中に満期保有目的の債券をその他有価証券に振り替えたり売却しているという状

況）に該当する場合、今回容認する予定であるところのその他有価証券から満期保有目的

の債券への変更は認められないのか 

 

 

③保有目的の振替日について、「当該意思決定が平成 20年 10 月 1日前に行われているとき

は、平成 20 年 10 月 1 日に行ったものとみなす」とあるが、具体的にはどのような事実を

もってして意思決定したものと判断してもらえるのか 

 

 

④満期保有目的から売買目的／その他保有目的への振替について公開草案では、「想定し得

なかった市場環境の著しい変化によって流動性が極端に低下したことなどから、保有する

有価証券を公正な評価額である時価で売却することが困難な期間が相当程度生じているよ

うな稀な場合」には満期保有目的への変更を可能としている。今後、「市況環境が著しく変

化し、流動性が向上した結果公正な評価額である時価で売却することが可能となった場合」

には、満期保有目的から売買目的／その他保有目的への振替えは可能であると考えてよい

か 

 


